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愛知用水二期愛知用水二期

岩屋ダム

木曽川用水
（上流部）

徳山ダム

牧田川取水工
木曽川大堰
木曽川用水
（下流部）

長良導水
長良川
　河口堰

三重用水

中里ダム

味噌川ダム

木曽川右岸施設
緊急改築

横山ダム

丸山ダム

矢作ダム

岐阜
羽島用水

宮田用水

新濃尾農地防災事業

明治用水

宮川用水二期

宮川用水

東濃用水

木曽川水系連絡導水路
（上流施設）

（下流施設）
木曽川水系連絡導水路
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木曽川木曽川

伊　勢　湾

琵琶湖

飛騨川
長
良
川

鈴鹿川

王滝川

　　木
　曽
川

揖
　斐
　　川

牧田川

矢作川矢作川

宮川

阿木川阿木川

岐阜県

藤橋

名古屋

四日市

津
三重県

松阪

長野県

愛知県

福井県

滋賀県

木曽川右岸緊急改築

兼山ダム兼山ダム

木津用水木津用水

王滝川

愛知用水（牧尾ダム（御岳湖））
おん たけ  こ

阿木川ダム

牧尾ダム

愛知用水
緊急改築

木曽川用水施設

ダム 水路

流域界完成（概成含む）
建設中又は調査中 機構事業で現在用水供給

している区域

堰

完成（概成含む）
建設中又は調査中

（機構外施設）

（機構施設）

主なポンプ施設P

6０ 12 18 24km

阿木川ダム（阿木川湖）
あ　ぎ  がわ

水

川川川川川川川

愛知用水二期（白山開水路）
はくさん

み
ず
し
げ
ん
か
い
は
つ
こ
う
だ
ん

み
ず

し
げ
ん
き
こ
う

愛知用水三好支線
水路緊急対策

三好池
東郷調整池

中
部
を
支
え
る
木
曽
川
水
系

水
資
源
開
発
と
管
理
の
足
跡

大
河
川
木
曽
川

　

木
曽
川
水
系
は
、木
曽
川
、長
良
川
、揖
斐
川
の
三

河
川
を
幹
川
と
し
て
、中
京
圏
の
産
業
・
人
口
・
資
産

が
集
積
す
る
濃
尾
平
野
を
貫
流
し
て
伊
勢
湾
に
注

ぐ
、流
域
面
積
九
，一
〇
〇
㎢
の
我
が
国
で
も
有
数
の

大
河
川
で
す
。木
曽
川
水
系
の
水
の
供
給
区
域
は
長

野
県
、岐
阜
県
、愛
知
県
、三
重
県
に
わ
た
り
、給
水
人

口
は
約
八
百
三
十
万
人
に
及
ん
で
い
ま
す
。昭
和
三

十
年
代
以
降
、木
曽
川
水
系
で
は
牧
尾
ダ
ム
、岩
屋
ダ

ム
な
ど
主
に
木
曽
川
に
お
い
て
水
源
施
設
の
整
備
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。近
年
で
は
木
曽
川
に
阿
木
川
ダ

ム
、味
噌
川
ダ
ム
、長
良
川
に
長
良
川
河
口
堰
、揖
斐

川
に
徳
山
ダ
ム
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、こ
の
木
曽
川
水
系
に
属
す
る
愛
知
用
水
と

阿
木
川
ダ
ム
が
、そ
れ
ぞ
れ
通
水
開
始
六
十
周
年
と

管
理
開
始
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

夢
の
実
現
、愛
知
用
水

　

愛
知
用
水
は
、大
き
な
川
が
な
く
干
ば
つ
に
悩
ま

さ
れ
て
い
た
知
多
半
島
の
農
家
の
方
々
の
、「
木
曽
川

か
ら
水
が
引
け
た
ら
」と
い
う
壮
大
な
夢
を
実
現
さ

せ
た
、巨
大
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
で
す
。

こ
の
構
想
を
実
現
す
る
た
め
、昭
和
三
十
年
に
愛
知

用
水
公
団
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。世
界
銀
行
の
融
資

と
米
国
の
土
木
技
術
を
導
入
し
、昭
和
三
十
四
年
九

月
の
全
面
通
水
ま
で
わ
ず
か
四
年
で
、水
源
施
設
で

あ
る
牧
尾
ダ
ム（
長
野
県
木
曽
郡
王
滝
村
、木
曽
町
）、

幹
線
水
路
一
一
二
㎞
、支
線
水
路
一
，〇
一
二
㎞
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

阿
木
川
ダ
ム
建
設
・
さ
ら
な
る
発
展
へ

　

昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
、愛
知
用
水
給
水
地
域

は
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。大
規
模
な
住
宅
団
地
や

工
場
が
建
設
さ
れ
、都
市
用
水
や
工
業
用
水
の
需
要

が
急
増
し
ま
し
た
。ま
た
、完
成
か
ら
二
十
年
余
り
が

経
過
し
た
用
水
路
で
は
、施
設
の
経
年
劣
化
対
策
を

図
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。時
代
に
伴
い
生
じ
て
き

た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、木
曽
川
で
は
新
た
な
水

源
と
し
て
阿
木
川
ダ
ム
、味
噌
川
ダ
ム
の
建
設
が
行

わ
れ
ま
し
た
。阿
木
川
ダ
ム
は
、総
貯
水
容
量
四
，八

〇
〇
万
㎥
の
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
、洪
水
調
節
、河

川
環
境
の
保
全
等
及
び
新
規
利
水
の
供
給
を
目
的
と

し
た
多
目
的
ダ
ム
で
す
。昭
和
四
十
四
年
四
月
に
建

設
省（
現
国
土
交
通
省
）が
実
施
計
画
調
査
を
開
始

し
、昭
和
五
十
一
年
十
月
に
水
資
源
開
発
公
団（
現
水

資
源
機
構
）が
事
業
を
承
継
し
、約
十
四
年
半
の
歳
月

で
、用
地
補
償
後
、付
替
道
路
、堤
体
、洪
水
吐
き
等
が

建
設
さ
れ
、平
成
三
年
三
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
は
愛
知
用
水
の

抜
本
的
な
改
修
を
行
う「
愛
知
用
水
二
期
事
業
」が
開

始
さ
れ
、通
水
を
行
い
な
が
ら
保
守
点
検
が
実
施
で

き
る
よ
う
に
幹
線
水
路
が
二
連
化※

さ
れ
る
な
ど
、時

代
の
変
化
に
応
じ
て
水
利
計
画
、施
設
の
見
直
し
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

※

水
路
の
二
連
化
：
水
路
中
央
に
隔
壁
を
設
け
二
連
の
開

水
路
と
し
、片
側
ず
つ
通
水
す
る
こ
と
に
よ
り
点
検
・
補

修
等
が
可
能
と
な
る

特集特集
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愛知用水総合管理所

水
の
絆
で
六
十
周
年
未
来
へつ
な
ぐ
愛
知
用
水

　

今
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
、愛
知
用
水
は
全
面
通
水
か
ら
六
十
周
年（
還
暦
）を
迎
え
ま
し
た
。愛
知
用
水
が
で
き
る
前
の
水

不
足
を
経
験
さ
れ
た
世
代
が
減
り
つ
つ
あ
る
中
で
、「
愛
知
用
水
通
水
六
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」と
一
体
と
な
っ
て「
愛

知
用
水
の
重
要
性
」「
水
源
地
へ
の
感
謝
」「
先
人
の
偉
業
」な
ど
に
つ
い
て
、次
世
代
に
し
っ
か
り
と
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

様
々
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

快
晴
の
中
開
催
さ
れ
た
六
十
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
、十
分
な
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
講
じ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、六
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長
で
あ
る
大
村
愛
知

県
知
事
ら
に
よ
り
、愛
知
用

水
通
水
六
十
周
年
を
祝
う
、

く
す
玉
割
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。知
事
は
挨
拶
の
中
で
、巨

大
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
進
め
ら
れ
た
愛
知
用
水

建
設
の
歴
史
や
、農
業
用
水
、

水
道
用
水
、工
業
用
水
の
安

定
供
給
と
愛
知
県
の
発
展
に

触
れ
ら
れ
ま
し
た
。愛
知
用

水
の
通
水
に
よ
り
、給
水
人

口
が
六
．七
倍
、農
業
産
出
額

が
三
．二
倍
、工
業
製
品
出
荷

額
に
あ
っ
て
は
実
に
十
七
倍

に
増
加
し
た
こ
と
、そ
し
て

「
こ
の
間
一
時
も
休
む
こ
と

な
く
愛
知
、そ
し
て
知
多
半
島
を
潤
し
て
き
た
愛
知
用
水
が
、愛
知
県
の

発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
」と
感
謝
の
思
い
を
述
べ
ら
れ
、次
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
と
表
明
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
博
物
館
の
開

館
を
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、知
事
に
は
、愛
知
用
水
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
募
集

し
た
、通
水
六
十
周
年
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
と
フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞

者
へ
の
表
彰
も
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、ス
テ
ー
ジ
横
の
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
て
、上
流
の
水
源
地

か
ら
下
流
の
受
益
地
の
四
つ
の
エ
リ
ア
の
代
表
と
会
場
を
結
ん
だ
Ｗ
Ｅ

Ｂ
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。愛
知
用
水
と
の
関
わ
り
や
、水
へ
の
感
謝
、

六
十
周
年
に
対
す
る
想
い
な
ど
に
つ
い
て
各
チ
ー
ム
か
ら
工
夫
を
凝
ら

し
た
発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。水
源
地
と
受
益
地
が
一
度
に
交
流
す
る
こ

と
で
、愛
知
用
水
を
通
じ
た
絆
の
深
さ
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、愛
知

用
水
の
恩
恵
と
、水
源
地
へ
の
感
謝
の
念
を
将
来
に
繋
げ
て
い
く
良
い
機

会
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、副
実
行
委
員
長
の
坪
井
中
部
支
社
長
が
閉
会
の
言
葉
と
し
て

「
六
十
周
年
を
迎
え
、改
め
て
長
年
に
わ
た
っ
て
愛
知
用
水
を
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
水
源
地
、受
益
地
、関
係
機
関
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。未
来
に
向
け
て
愛
知
用
水
を
適
切
に
管
理
し
、そ
の
役
割
を
十
分
に

発
揮
す
る
よ
う
に
心
が
け
、み
な
さ
ま
か
ら
親
し
み
続
け
ら
れ
る
愛
知
用

水
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
」と
述
べ
イ
ベ
ン
ト
は
終
了
し
ま
し
た
。

１
．六
十
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

（
令
和
三
年
九
月
二
十
五
日（
土
）：
大
府
市
Ｊ
Ａ
あ
ぐ
り
タ
ウ
ン「
げ
ん
き
の
郷
」）

２
．Ｗ
Ｅ
Ｂ
博
物
館

（
パ
ソ
コ
ン
で
誰
も
が
簡
単
に
愛
知
用
水
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

３
．そ
の
他
の
取
り
組
み

こちらのQRコードからも
ご覧いただけます。

●
各
関
係
機
関
と
連
携
し
て
作
成
し
た

　

六
十
周
年
記
念
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

●
六
十
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク

　（
ポ
ス
タ
ー
、チ
ラ
シ
、シ
ー
ル
化
し
て
各
所
で
利
用
）

●
六
十
周
年
記
念
カ
ー
ド

　（
愛
知
池
・
牧
尾
ダ
ム
の
二
種
類
）

●
愛
知
用
水
カ
ー
ド

　（
表
面
：
現
在
　
裏
面
：
六
十
年
前
の
施
設
四
種
類
）
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メモリアルマーチ（ダム堤体登山を含むウォーキングイベント）

放流設備

発電設備

表層曝気設備

取水塔

岩村川貯留ダム魚道

遡上する稚鮎

流域水質保全対策協議会開催風景

地域との連携による空芯菜植付け地元小学生施設見学会

30周年記念ダムカード 施設見学会サマーフェスティバル（ダム入口広場）

　

阿
木
川
ダ
ム
は
、今
年
四
月
に
管
理
開
始
三
十
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。本
稿
で
は
、こ
の
三

十
年
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
り
、こ
れ
ま
で
阿
木
川
ダ

ム
が
果
た
し
て
き
た
役
割
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１
．阿
木
川
ダ
ム
の
役
割
と
効
果

〔
洪
水
調
節
〕

　

管
理
開
始
か
ら
令
和
三
年
十
月
ま
で
の
三
十
年
間

に
三
十
二
回
の
洪
水
調
節
を
行
い
、木
曽
川
下
流
及
び

恵
那
市
の
洪
水
被
害
を
軽
減
し
て
き
ま
し
た
。本
年
八

月
の
豪
雨
の
際
は
、管
理
開
始
以
降
二
番
目
と
な
る
最

大
流
入
量
七
〇
一㎥
／ｓ
を
記
録
し
ま
し
た
が
、約
八

十
三
％
に
相
当
す
る
毎
秒
五
八一㎥
／ｓ
の
水
を
ダ
ム
に

貯
め
る
洪
水
調
節
に
よ
り
、ダ
ム
下
流
の
基
準
地
点
で

は
、ダ
ム
が
無
い
場
合
と
比
較
し
て
約
一．五ｍ
の
水
位
低

下
効
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。ま
た
令
和
二
年
度
か
ら
、

大
雨
に
よ
る
異
常
洪
水
時
防
災
操
作（
緊
急
放
流
）が

想
定
さ
れ
る
場
合
、ダ
ム
貯
留
水
を
事
前
に
放
流
し
、

洪
水
調
節
に
必
要
な
容
量
を
確
保
す
る
事
前
放
流
の

取
組
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

〔
新
規
利
水
の
供
給
〕

　

管
理
開
始
か
ら
令
和
二
年
ま
で
の
利
水
補
給
量

は
累
計
で
九
．七
億
㎥
に
達
し
、岐
阜
県
及
び
愛
知

県
の
産
業
の
発
展
や
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
度
か
ら
は
、木
曽
川
上
流
の
牧
尾
ダ

ム
及
び
岩
屋
ダ
ム
の
貯
水
容
量
温
存
の
た
め
に
阿

木
川
ダ
ム
及
び
味
噌
川
ダ
ム
か
ら
先
行
し
て
利
水

補
給
を
行
う「
先
行
利
用
」を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、木
曽
川
水
系
全
体
の
利
水
容
量
の
有
効
活
用
を

図
っ
て
い
ま
す
。

〔
河
川
環
境
の
保
全
等
〕

　

木
曽
川
及
び
阿
木
川
に
お
い
て
、既
得
用
水※

が

安
定
し
て
取
水
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、河

川
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
に
、ダ
ム
か
ら
継
続
し

て
一
定
の
水
を
流
し
て
い
ま
す
。

※

既
得
用
水
：
水
資
源
の
開
発
計
画
以
前
か
ら
の
用
水

２
．環
境
に
配
慮
し
た
取
組
み

〔
水
質
改
善
〕

　

阿
木
川
ダ
ム
で
は
、流
域
か
ら
の
栄
養
塩
の
流
入

に
よ
る
水
質
障
害
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、建
設
時
に

選
択
取
水
設
備※

を
は
じ
め
と
し
た
諸
設
備
を
設
置

し
、水
質
管
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
後
、平
成

十
四
年
に
貯
水
池
全
体
に
ア
オ
コ
が
発
生
し
た
こ
と

を
契
機
と
し
て
、浅
層
曝
気
設
備※

九
基
を
平
成
十
七

年
度
か
ら
平
成
二
十
年
度
に
か
け
て
設
置
し
、平
成

二
十
一
年
度
か
ら
本
格
的
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
併
せ
て
、貯
水
池
の
一
層
の
水
質
改
善
を

図
る
た
め
、関
係
機
関
が
連
携
し
て
流
域
内
の
対
策

を
推
進
す
る「
阿
木
川
ダ
ム
流
域
水
質
保
全
対
策
協

議
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
取
組
の
効
果
も

あ
り
、近
年
は
貯
水
池
の
一
部
に
ア
オ
コ
が
出
現
す

る
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※

選
択
取
水
設
備
：
ダ
ム
か
ら
用
途
に
合
わ
せ
て
適
切

な
水
を
と
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
水
深
か
ら
取
水
で

き
る
設
備

※

曝
気
設
備
：
湖
内
の
水
を
循
環
さ
せ
、水
質
改
善
を

促
進
す
る
設
備

〔
管
理
用
発
電
〕

　

阿
木
川
ダ
ム
に
は
、最
大
出
力
二
，六
〇
〇
ｋ
Ｗ
の

能
力
を
持
つ
管
理
用
水
力
発
電
設
備
が
あ
り
ま
す
。

発
生
し
た
電
力
は
ダ
ム
管
理
用
と
し
て
使
用
す
る
と

と
も
に
、余
剰
電
力
は
特
定
規
模
電
気
事
業
者
に
売

電
し
て
い
ま
す
。年
間
発
電
量
は
約
一
，二
〇
〇
万
ｋ

Ｗ
Ｈ
に
達
し
、こ
れ
に
よ
り
年
間
約
八
，八
〇
〇
ｔ
の

Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

３
．お
わ
り
に

　

皆
様
の
ご
協
力
、ご
支
援
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し

て
管
理
を
開
始
し
て
三
十
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。近
年
、気
候
変
動
の
影
響
に
よ

り
各
地
で
記
録
的
な
豪
雨
が
発
生
し
て
い
ま
す
。阿

木
川
ダ
ム
は
今
後
も
、人
、財
産
を
守
る
適
切
な
洪

水
調
節
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、水
資
源
機
構
の
経

営
理
念
で
も
あ
り
ま
す「
安
全
で
良
質
な
水
を
安
く

お
届
け
す
る
」こ
と
に
努
め
、流
域
の
皆
様
の
期
待

と
信
頼
に
応
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

せ
ん
そ
う
ば
っ
き

阿
木
川
ダ
ム
管
理
開
始
か
ら
三
十
年
を
迎
え
て

　
　

  

〜
流
域
の
皆
様
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
〜

阿木川ダム管理所

水質保全対策協議会開催風景

㎥ /s 洪水調節に至った出水の最大流入量
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本年8月出水では管理開始以降
2番目の流入量を記録

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

300
250
200
150
100
50
0

（日）

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0
令
和
２
年

平
成
31
年

平
成
30
年

平
成
29
年

平
成
28
年

平
成
27
年

平
成
26
年

平
成
25
年

平
成
24
年

平
成
23
年

平
成
22
年

平
成
21
年

平
成
20
年

平
成
19
年

平
成
18
年

平
成
17
年

平
成
16
年

平
成
15
年

平
成
14
年

平
成
13
年

平
成
12
年

平
成
11
年

平
成
10
年

平
成
９
年

平
成
８
年

平
成
７
年

平
成
６
年

平
成
５
年

平
成
４
年

令
和
２
年

平
成
31
年

平
成
30
年

平
成
29
年

平
成
28
年

平
成
27
年

平
成
26
年

平
成
25
年

平
成
24
年

平
成
23
年

平
成
22
年

平
成
21
年

平
成
20
年

平
成
19
年

平
成
18
年

平
成
17
年

平
成
16
年

平
成
15
年

平
成
14
年

平
成
13
年

平
成
12
年

平
成
11
年

平
成
10
年

平
成
９
年

平
成
８
年

平
成
７
年

平
成
６
年

平
成
５
年

平
成
４
年

利水補給量（千㎥）

利水補給量（千㎥）
利水補給量累計（千㎥）
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売電電力量
ダム管理用消費電力量（KWH）

売電電力量
ダム管理用消費電力量
累計発電量

累計発電量（KWH）

水力発電設備　発電実績（平成2年度～令和2年度）

平成３年 阿木川ダム管理開始

平成5年 阿木川湖パターゴルフ場開設

平成６年
渇水（貯水位が最低水位以下まで低下）
岩村浄化センター運用開始

平成９年 恵那漁協による陸封アユの採捕開始

平成12年 恵南豪雨（管理開始後の最大出水）

平成14年 アオコ大量発生

平成16年
ダム貯水池で空芯菜水耕栽培開始
（県立恵那農業高校、恵那市、阿木川ダム協働実施）
恵那市が4町１村と合併

平成17年
阿木川湖がダム湖百選に認定
中津川市が３町４村と合併
レストラン「ふれんどりー阿木川湖」オープン

平成19年 阿木クリーンセンター運用開始

平成20年 阿木川ダム・味噌川ダムの先行利用開始

平成17～20年 水質保全事業による浅層曝気設備追加

平成21年
「阿木川ダム流域水質保全対策協議会」発足
駿河湾を震源とする地震により基準点で震度４を記録

平成23年 貯水池上流の岩村川貯留ダムに魚道完成

平成24年
レストラン「ふれんどりー阿木川湖」で
阿木川ダムカレー販売開始

令和2年 木曽川水系で大雨に備えた治水協定締結

令和3年
30周年記念ダムカード発行
管理開始後2番目の出水

ー管理開始以降の主な出来事ー

9 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会 特集  中部を支える木曽川水系  水資源開発と管理の足跡 ● 8
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